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「アラビア語における名詞文の役割」 
―テキスト分析と対照分析を通じて― 
 
黛 友紀子 
 
1. はじめに 
アラビア語 iは VSO 語順(動詞文)が普通であるが、SVO 語順(名詞文)をとる場合もある。 
 
(1) dhahaba         al-rjula:ni        'ila   al-su:qiii        動詞文 
行った・三単男 iii  定―男・双・主  ～へ 定・市場・属 iv 
二人の男たちは市場へ行った。 
(2) al-rjula:ni         dhahaba:      'ila   al-su:qi          名詞文 
定―男・双・主    行った・三双男 ～へ 定・市場・属 
二人の男たちは市場へ行った。 
【黒柳・飯森(1999:47)より要約】 
本稿では SVO 語順、さらに OVS 語順や副詞+VS および前置詞句+VS の語順も含めてこれ
らの語順の使用頻度を明らかにすることを目的とする。また日本語テキストとの
対照を通して VSO 語順とその他の語順が表す意味の違いについても考察する。 
 
2. 先行研究 
2.1. ライト(1987) 
ライト(1987:472)によれば「動詞文は行為ないし出来事に関連した記述であるのに対し、
名詞文は人物ないし事物を独立的に記述するものである」という。また「名詞文では主語
は常に他の主語と対照され、動詞文においては強調は動詞だけに置かれる。」(ライト
(1987:478-9)より要約)と述べている。 
 
2.2. Bakir(1980) 
Bakir(1980)によれば、「アラビア語は語順に関して最も寛大な言語のひとつである」とい
う。以下に挙げる(3a)～(4)はいずれも「その少年は(その)図書館で(その)手紙を書いた」と
いう意味になると例を示している。本稿では Bakir(1980)に倣い、(3a)のように動詞が文頭
にあるものを Basic Order(以下 BO)とする。また(3b)のような主語が文頭にあるもののみな
らず、(3c)、(3d)および(4)のような目的語その他が文頭にある文も(3a)から派生した Derived 
Order(以下 DO)であるとみなす。 
 
(3a) kataba      al-waladu     al-risa:lata     fi:    al-maktabati 
書いた・三単男 定・少年・主  定・手紙・対   ～で  定・図書館・属 
(3b) al-waladu    kataba           al-risa:lata     fi:    al-maktabati  
定・少年・主  書いた・三単男   定・手紙・対   ～で  定・図書館・属 
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(3c) al-risa:lata   kataba        al-waladu    fi:    al-maktabati 
定・手紙・対  書いた・三単男 定・少年・主  ～で  定・図書館・属 
(3d) fi:   al-maktabati    kataba       al-waladu    al-risa:lata 
～で  定・図書館・属  書いた・三単男 定・少年・主  定・手紙・対 
(4) al-risa:latu,     kataba-ha:         al-waladu     fi:    al-maktabati 
定・手紙・主   書いた・三単男―それを  定・少年・主  ～で  定・図書館・属 
 
2.3. Parkinson(1981) 
Parkinson(1981)は新聞、雑誌、小説、論文、政権演説をコーパスとして SVO 語順の文の
使用頻度を明らかにしている。「全体的に VSO 語順が優勢であるものの、ある特定のジャ
ンルでは SVO の高い使用頻度がみられる」と指摘している。以下、Parkinson(1981:28)より、
SVO の使用頻度を抜粋して挙げる。 
political speech 48% short stories  39% 
magazines 30% news articles  8% 
Parkinson の結論は、「MSA が口語アラビア語からの影響で SVO 語順を多用するように
なった」と考えることが前提となっている。そのため、新聞よりも雑誌や政権演説でより
SVO 語順の頻度が高いことの理由を次のように推測している。 
新聞記事は非常に客観的であり、記者は表面下に隠される；つまり SVO の低い使用率が「cool」、客
観を示すための方法のひとつになっているのだろう。一方、政権演説では主観的感情が最も重要であり、
筆者と聴衆がテクストにおいて直に関わるから、SVO の高い使用率が感情を揺り動かすために使われ、
「cool」より「warm」として表わす。雑誌はこの 2 つの中間に位置する… 
【Parkinson(1981:28-9)より引用、筆者訳】 
Parkinson(1981)は“a study in diglossia syntax”を論文のタイトルにしながら、その考察と結論
は語用論に頼りがちであるように思われる。 
 
2.4. Hussein(1998) 
Hussein(1998)は「依然として VSO がアラビア語の基本である」という立場に立つ。
Hussein(1998)もまた、小説と戯曲 12 作品から BO と DO の割合を挙げている。以下に、
Hussein(1998:47-8)より DO の使用頻度を挙げる。 
テキストＡ 40％  テキストＢ 24％  テキストＣ 27％  テキストＤ 24％ 
 テキストＥ 28％  テキストＦ 13％  テキストＧ 27％  テキストＨ 24％ 
 テキストＩ 20％  テキストＪ 23％  テキストＫ 20％  テキストＬ 15％ 
それぞれのテキストが小説と戯曲のいずれかであるのかが記されていないが、12 作品の平
均は 23.7％である。 
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3. 研究方法 
3.1. テキスト 
用例収集に用いたテキストは以下の 3 点である。 
テキスト 1(以下【T1】)Mishima,Y.（1988）al-baHHa:ru alladhi: lafZa-fu al-baHru 
             三島由紀夫（1968[2001]）『午後の曳航』 
テキスト 2(以下【T2】)本田・石黒編（1997）『パスポート初級アラビア語辞典』 
テキスト 3(以下【T3】)al-'aHra:muv 2004 年 10 月 1 日～31 日の第一面記事本文 
 
3.2. 用例の収集方法と収集基準 
すでに述べたとおり、(3b) ～(3d)および(4)のような文を(3a)から派生した DO であると
みなし、このような語順をとる文をテキストから(ただし【T3】は 2004 年 10 月 1 日～31
日の第一面記事に限定する)収集する vi。さらに筆者は副詞 vii が文頭に置かれている文も
DO とみなし抽出する用例の対象に加えた viii。たいていの副詞は文頭にも文末にも置くこ
とができるからである。 
 
4. 用例の分類と考察 
4.1. 用例の抽出結果 
テキストの主節から得られた用例数と全体(動詞を含むすべての文)における割合は以下
のとおりである。 
【T1】 304 例/ 1398 例 (約 21.7％) 
【T2】   76 例/ 2906 例 (約 2.6％) 
【T3】 123 例/  584 例 (約 21.0％) 
【T1】に関しては、Hussein(1998)の示した 12 作品の平均値 23.7％を少し下回っている
がほぼ一致した。これは、Hussein(1998)が戯曲もテキストの対象としているからであると
考えられる。Parkinson(1981:25)によれば、「口語では、SVO 語順が普通であり、語順は比
較的固定されている」という。そのため、ほぼ口語に近い戯曲では、小説よりも DO が多
用されていると考えられる。 
これとは対照的に、文語体で書かれ会話の引用も少ない新聞では DO をとることがほと
んどないと予想されたが、【T3】から得られた用例は 584 例中 123 例(約 21.0％)と予想より
も比較的高い数値となった。後述するが、【T3】から得られた DO の用例はすべて前置詞
句+VS という語順のものであった。前置詞句+VS 語順も対象としたため、Parkinson(1981)
の「news articles 8%」に比べ数値が高くなったものと考えられる。 
 
4.2. 用例の分類 
本節では、得られた用例を a、動詞に先行する成分 b、DO が果たしていると考えられる
役割 c、動詞の種類の 3 つの観点から分類する。 
用例をより客観的に分類・考察するために第一段階として統語の基準で分類し、統語面
で分類できない点に関しては、第二段階で意味の基準で分類する方法をとる(図 1 参照)。 
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第一段階ではまず、主節の用例のうち目的語・前置詞句・副詞が動詞に先行しているもの
を②とする。ここで残った用例、つまり主語が動詞に先行する用例の中で、主語に kull「す
べて」あるいは jami:9「全員」と言った単語が含まれるものを③、主語に指示代名詞が含
まれるものを④とする。第二段階では、第一段階で残った用例のうち、一般真理やことわ
ざを述べているものを⑤とする。それ以外の意味を持つものは⑥に分類する。また特に④
に注目して、さらに c、動詞の種類によって下位分類することを試みる。 
 
  従属節 
＋      － 
①     目的語・前置詞句・副詞が動詞に先行 
     ＋      － 
    ②   主語に kull や jami:9 が含まれる             第一段階 
           ＋       － 
           ③    主語に指示代名詞が含まれる 
                   ＋     － 
                  ④      一般真理・ことわざ 
                          ＋    － 
                          ⑤  主語の対比・明確化 
                                                          ＋    － 
                第二段階         ⑥   その他 
                                                                ⑦ 
図 1 分類のためのフローチャート 
 
4.2.1. 動詞に先行する成分による分類 
VSO 以外にとりうる語順として、SVO、OVS、前置詞句+VS があることはすでに述べた。
ここでは得られた用例を、動詞に先行する成分によって分類する。 
表 6 動詞に先行する成分別分類 
 主語 目的語 副詞 前置詞句 計 
テキスト 1 80 0 38 186 304 
テキスト 2 70 0 1 5 76 
テキスト 3 0 0 0 123 123 
計 150 0 39 314 503 
動詞に先行する成分で最も多かったのが前置詞句である。【T2】ではあまり見られないこ
とから考察すると、前置詞句は長く複雑になると動詞に先行して文頭に出るようである。
【T2】からの用例はほとんどが 10 単語以内で構成されており、非常に短い。副詞も、前 
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置詞句ほどではないが動詞に先行する例が見られた。一方、目的語が動詞に行する例は本
稿でのテキストからは見られなかった。 
 
4.2.2. 役割による分類 
得られた用例を①～⑦に分類した(図 1 表 2 参照)。最も多かったのは、②の「目的語・
前置詞句・副詞が動詞に先行するもの」である。名詞が動詞に先行している用例で最も多
く見られたのが、⑥「主語の対比、明確化」で、全 503 例中 60 例であった。次いで多かっ
たのが、④「指示代名詞を主語に含むもの」で特に【T2】で頻繁に見られた。 
表 7 役割による分類 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 計 
テキスト 1 (48) 224 16 9 1 50 4 304 
テキスト 2 (12) 6 0 33 23 10 4 76 
テキスト 3 (26) 123 0 0 0 0 0 123 
計 (86) 353 16 42 24 60 8 503 
 
4.2.2.1. 主語の絶対性、徹底性の強調 
(5)(6)の文頭の kullu「すべて」、jami:9u「全員」を主部に含む文は名詞文になる頻度が非
常に高い。これは主語を何かと対比すると言うよりは、主語それ自体の全体性や徹底性を
強調していると考えられる。 
 
(5) kullu  dha:lika   ka:na       bi-sababi   GalTati-hi   huwa.(【T1】9:8) 
   すべて  これ・主 過去・三単男  原因・属  誤りー彼の これ・主 
すべては登の自業自得なのだ。（6:5） 
(6) jami:9u  'a9Da:'i  shallati-hi     ka:nu:      yu9taqidu:na  dha:lika.(【T1】14:8) 
  全員・主   会員・属 グループー彼の    過去・三複男 知る・三複男    これ 
これは彼の仲間うちみんなの確信だった。（11:7） 
 
4.2.2.2. 指示代名詞を含む主語の対比 
(7)では指示代名詞が主語に含まれている。指示代名詞を伴う主語の場合 SVO 語順をと
ることが非常に多い。 
 
(7) ha:dha:  al-shu9u:ru       istaHu:dhu  9alai-ha:   fi:ma:    ka:nat  
      この  定―気持ち・主  圧倒した   ～をー彼女 ～の中で ～だった・三単女 
mustarixi:yatan  tama:man. (【T1】33:13) 
不可能な・対   全く・対 
その感情は、見上げるさえ暑く思われた物憂さのなかに、突然、理由もなく襲ってき 
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たのである。（29:13-4） 
 
4.2.2.3. 一般真理の記述・諺と慣例的表現 
(8)のような一般真理を表す文では DO をとることが比較的多く、特に【T2】から得られ
た用例の中に多く含まれている(表 2 参照)。また(9)は諺で、諺では特殊な語順が許容され
ていると推測される。 
 
(8) sukka:nu   al-SaHra:'u    ya9i:shu:na   fi:   al-xiya:mi. 
  住民・主  定―砂漠・主 住む・三男複 ～に 定―テント・属 
   砂漠の住民はテントに住んでいる。(【T2】145:33-4) 
(9) man     zara9a    HaSada. 
  関係代名詞 耕す・三男単 収穫する・三男単 
   （諺）耕すものは収穫を得る。(【T2】173:47-8) 
 
4.2.2.4. 主語の対比、明確化 
ライト(1987:472)によれば「名詞文では主語は常に他の主語と対照され」ることから、
DO の文の最も一般的な役割は主語の強調であると言える。主語の強調のため DO をとっ
ていると考えられる用例をさらに a、主語と主語との対比と b、主語と目的語などの対比（＝
主語の明確化）に下位分類する。 
(10)の例では ta9arifu「（あなたは）知っている」という人称を含意する動詞があるが、
さらに'anta「あなたは」という代名詞を動詞に先行させている。アラビア語では、このよ
うに動詞のみで主語がはっきり分かる場合、主語の代名詞は書かないのが普通である。し
たがって、通常はなくても意味が通じる主語の代名詞を意図的に付すことで、主語を他の
動作主体と対比させていると筆者は考える。 
 
(10) 'anta  ta9arifu      kulla   shai'an.(【T1】68:10) 
  あなた 知っている・二単男 すべて こと・対 
「何でも知っているんだな」（66:10） 
(11) al-'ummu   'albasat     bana:ta-ha:      mala:bisa  jadi:datan.  
    定―母・主 着せた・三女単 娘・複・対―彼女の 服・複・対 新しい・複・対 
母は娘たちに新しい服を着せた。(【T2】38:44-5) 
 
(11)の文では仮に BO をとるとすると、V+NP1+NP2 という構造になる。ここでははっき
りとした格表示があるので VSO なのか VOS なのか判断に迷うことはないが、BO よりも
DO をとることにより主語が明確になるため、DO をとっていると筆者は推察した。 
 
4.2.3. 動詞の種類による分類 
表 2 から分かるように、④の指示代名詞を含む主語に分類される用例が突出している。 
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これをさらに下位分類するために、使われている動詞別に分類することを試みた。 
表 8 動詞の種類による分類 
 Ⅰ形 Ⅱ形 Ⅲ形 Ⅳ形 Ⅴ形 Ⅵ形 Ⅶ形 Ⅷ形 Ⅸ形 Ⅹ形 計 
【T1】 4 1 1 0 2 0 0 0 0 1 9 
【T2】 12 6 2 5 2 0 0 4 0 2 33 
 
アラビア語の動詞は、すべて基本形である第Ⅰ形 C1aC2aC3a から派生している。【T1】で
はそれほど顕著な結果が得られなかったが、【T2】では、基本形Ⅰ形に次いで、第Ⅱ形 ix
と第Ⅳ形動詞 x が多く現れていることが分かる。使役の役割を持つ動詞がよく使われてい
ることから、物が主語になりやすい使役の文では DO をとりやすいようである。 
 
4.3. 日本語との対照 
本節では、アラビア語の DO 語順の文が日本語訳とどのように対応しているかについて
見ていく。【T1】および【T2】から得られた用例で、主語が動詞に先行している用例(すな
わち③～⑥)の主語が日本語とどのように対応しているか表 4 に示す。ただし【T3】は対応
する日本語訳がないためここでは研究の対象としない。 
表 9 日本語との対応状況 
 は が か も に で △xi × 計 
【T1】 28 11 1 4 2 1 6 27 80 
【T2】 65 4 0 0 1 0 0 0 70 
 93 15 1 4 3 1 6 27 150 
表 4 から分かるように、アラビア語の DO は日本語の「～は」にほぼ対応していること
が分かる。しかし、「～が」に対応している用例も少なくはなく、アラビア語の DO が日本
語の「～は」に必ず対応するとは言えない。また、「～は」「～が」以外にも「～も」や「～
に」などの助詞が見られた。【T1】では小説という性質上、「～は」「～が」以外の助詞が
用いられていることが多いと考えられる。【T2】では 70 例中 65 例(92.8%)の用例が「～は」
に対応していることからもこのことが分かる。以下に「～は」「～が」それぞれに対応して
いる用例を挙げる。 
 
(12) a:ma:lu-na:    Sa:rat      xaqa:'iqa. 
  希望・主―我々の なった・三単女 真実・複・対 
   私たちの希望は現実のものとなった。(【T2】128:3-4) 
(13) al-HiSa:nu  yajurru    al-9arabata. 
  定―馬・主 引く・三単男 定―馬車・対 
   馬が荷車を引く。(【T2】103:56) 
アラビア語における名詞文の役割 ―テキスト分析と対照分析を通じて― 
- 165 - 
5. 結論 
本稿で明らかにできた結論は以下の点である。 
a、DO の中で最も使用頻度の高いものは、前置詞句+VS という語順であり、特に
長い前置詞句は、動詞に先行して文頭に置かれる場合が多い 
b、kull や指示代名詞などのある特定の語が主語に含まれると、主語+VO という
語順をとることが多い 
c、アラビア語の BO と DO のもつ意味の違いは、日本語の「～が」と「～は」の
もつ意味の違いに近いが、完全に一致しているわけではない 
今回分類できなかった用例の分類、および従属節に関する考察については今後の研究課
題としたい。 
 
注 
i アラビア語はアフロ・アジア語族のセム系の言語である。アラビア語の特徴として、文語と口語が発音・
語彙・文法において大きく異なっていることが挙げられる。本稿で扱うアラビア語とは Modern Written 
Arabic あるいは Modern Standard Arabic と呼ばれる現代文語アラビア語のことを指す。本稿では MSA とい
う呼び方に統一する 
ii 本稿中のアラビア語は筆者がすべて転字した。また例文の網掛けは主語(主部)、二重下線は動詞を表わ
す。必要に応じて NP2 に並線を付す。 
iii アラビア語の動詞は性・数・人称に応じて完了形は接頭辞、未完了形は接頭辞及び接尾辞を付して活用
する。しかし動詞文においては、主語の数に関わらず、動詞は常に三人称単数になる。名詞文は主語が性・
数・人称に必ず一致する。 
iv 本稿中のグロスはすべて筆者による。三人称→三、単数→単、双数→双、複数→複、男性→男、女性→
女、主格→主、属格→属、対格→対、定冠詞→定  
v エジプトの日刊紙。「アメリカの“New York Times”と同じような信望を持つ非常に立派な日刊紙」
(Parkinson1981:26 より筆者訳)である。 
vi ただし、主語と補語からなる文では主語―述語という語順に例外がないため、このような動詞のない文
は対象としない。動詞文において一度主語が出ると、その後に来る動詞は全て主語の性・数・人称に必ず
一致するため、一文に 2 つ以上動詞があった場合、2 番目以降の動詞については対象としない。 
vii 「アラビア語の純粋の副詞は非常に乏しく、多くは名詞、形容詞を対格化して副詞に用いられる。」(黒
柳・飯森(1999:157)より引用) 
viii ただ、必ず文頭に置かれる一部の「純粋な副詞(注 7 参照)」は必ず動詞に先行するため対象としない。
具体的に説明すると、完了形の動詞の前に置かれると「すでに～した」の意味になり、未完了形の動詞の
前に置かれると「たぶん～するだろう」の意味になる副詞 qad は、必ず動詞に先行するため対象としない。
副詞 rubbama:「おそらく」および'iza:「そのとき」も必ず文頭に置かれるため対象としない。 
ix 派生形Ⅱ形 C1aC2C2aC3a は基本形動詞(他動詞)を使役化する役割を持つ動詞である。 
x 派生形第Ⅳ形'aC1C2aC3a は主に基本形動詞(他動詞)の「使役化」「二重他動詞化」の役割をする。 
xi △は日本語で助詞が省略されていたもの(「あれ(は)、みんな、岸壁の順番を待っているんだよ(【T1】29:3)」
など)を表わす。×は日本語では主語そのものが省略されていたもの(「(ぼくたちは)殻まで喰べちゃうから、
何も残らないよなあ(【T1】53:4)」など)を表わす。 
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